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野
球
大
会
や
講
演
会
な
ど
は
中
止
に

７
月
度
理
事
会　
コ
ロ
ナ
対
策
で
書
面
方
式
に
変
更

　

東
京
都
電
機
卸
商
業
協
同
組
合
（
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）
は
、
７

月
２
日
に
全
国
家
電
会
館
で
７
月
度
理
事
会
を
開
催
す

る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
を
抑
制
す
る
た
め
に
開
催
を
取
り
止
め
、
書
面
の
送

付
と
返
答
に
よ
る
決
議
を
行
っ
た
。
な
お
秋
葉
原
は
、

緊
急
事
態
宣
言
時
の
頃
は
、
人
影
が
ま
ば
ら
で
あ
っ
た

が
、「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」「
新
し
い
生
活
様
式
」
が
提
唱

さ
れ
、企
業
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、

賑
わ
い
始
め
て
い
る
（
写
真
は
秋
葉
原
駅
前
）。
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新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
書
面
理
事
会
に

７
月
度
理
事
会
を
開
催

　

東
京
都
電
機
卸
商
業
協
同
組
合

（
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）
は
、
当
初
、
７
月
２

日
に
開
催
予
定
だ
っ
た
令
和
２
年

７
月
度
理
事
会
を
書
面
で
実
施
し

た
。

　

こ
れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
症
の
影
響
を
鑑
み
、
役

員
の
安
全
を
最
優
先
に
考
慮
し
た

結
果
、
開
催
を
取
り
止
め
、
７
月

　

日
に
書
面
に
よ
る
決
議
と
い
う

１４形
で
理
事
会
を
執
り
行
い
、
以
下

の
内
容
を
提
案
、
報
告
し
、
承
認

さ
れ
た
。

〈
事
務
局
か
ら
の
提
案
と
報
告
〉

　

７
月
度
書
面
理
事
会
に
お
い

て
、
事
務
局
か
ら
の
提
案
お
よ
び

報
告
は
以
下
の
通
り
。

・
令
和
２
年
７
月
度
理
事
会
を
書

面
に
よ
る
実
施
に
つ
い
て
提
案
。

・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る
在
宅
勤
務
制
度

＆
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
の
メ
リ
ッ
ト

と
実
務
対
策
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て

報
告
。
同
セ
ミ
ナ
ー
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
在
宅
勤
務
や
テ
レ
ワ
ー
ク

を
導
入
し
て
い
る
企
業
が
多
く
見

受
け
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
多
田

国
際
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所
の

多
田
智
子
所
長
を
講
師
に
招
き
、

こ
の
こ
と
に
対
す
る
メ
リ
ッ
ト
お

よ
び
実
務
対
策
を
学
び
、
今
後
の

働
き
方
改
革
に
役
立
て
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
全
国

電
子
部
品
流
通
連
合
会
（
Ｊ
Ｅ

Ｐ
）
と
Ｔ
Ｅ
Ｐ
（
流
通
近
代
化
委

員
会
）
の
共
催
と
す
る
こ
と
を
提

案
。

・
第　

回
通
常
総
会
収
支
報
告
に

７１

つ
い
て
は
、
収
支
明
細
書
を
用
い

て
詳
細
を
報
告
し
た
。

〈
各
委
員
会
報
告
〉

　

各
委
員
会
報
告
は
、
以
下
の
通

り
。

組
織
委
員
会

（
花
岡
克
己
委
員
長
）

・
組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て
は
、

７
月
１
日
時
点
に
お
い
て
、
組
合

員
数
は
２
社
減
少
し
て
１
２
２

社
、
賛
助
会
員
数
は
１
社
増
え　
２６

社
と
な
っ
た
こ
と
を
報
告
。

労
務
委
員
会

（
中
村
孝
夫
委
員
長
）

・
第
１
０
２
回
親
善
野
球
大
会
結

果
報
告
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

を
防
止
す
る
観
点
か
ら
中
止
に

な
っ
た
こ
と
に
加
え
、
収
支
明
細

に
つ
い
て
も
報
告
。

・
第
１
０
３
回
親
善
野
球
大
会
の

開
催
に
つ
い
て
は
、
９
月
６
日
か

ら
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
で
あ
る
こ

と
を
報
告
。
後
日
、
第
１
０
２
回

親
善
野
球
大
会
と
同
じ
く
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
を
防
止
す
る
観
点
か
ら
、
中

止
に
な
っ
た
。

・
第
４
回
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
の
開

催
に
つ
い
て
は
、　

月　

日
に
品

１１

１３

川
プ
リ
ン
ス
ボ
ウ
リ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
開
催
す
る
予
定
で

あ
る
こ
と
を
報
告
。
同
じ
く
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
を
防
止
す
る
観
点
か
ら
中

止
に
な
っ
た
。

教
育
情
報
委
員
会

（
屋
宮
芳
高
委
員
長
）

・
機
関
誌
『
東
京
電
機
卸
』
広
告

申
し
込
み
状
況
に
つ
い
て
は
、
令

和
２
年
度
の
状
況
に
つ
い
て
報

告
。

・
第　

回
新
鋭
社
員
６
カ
月
後

３１

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会
に
つ
い

て
は
、
９
月
２
日
に
全
国
家
電
会

館
で
開
催
す
る
こ
と
を
報
告
。
ま

新型コロナの影響で、第１０２回と第１０３回の野球大会は中止。
写真は第１０１回大会の様子
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た
開
催
に
際
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
徹
底
し
て

実
施
す
る
こ
と
も
報
告
。

・
成
果
を
上
げ
る
ハ
イ
イ
ン
パ
ク

ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
修

に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｎ
タ
レ
ン
ト

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
坂
本
仁
氏

を
講
師
に
招
き
、　

月　

日
と
２

１１

１９

０
２
１
年
２
月　

日
の
２
回
、
学

１９

習
編
と
実
践
編
の
連
続
し
た
研
修

を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を

報
告
。

〈
そ
の
他
事
項
〉

　

そ
の
他
の
報
告
は
、
以
下
の
通

り
。

・
シ
ー
テ
ッ
ク
２
０
２
０
の
幕
張

メ
ッ
セ
開
催
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
開

催
へ
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
シ
ー

テ
ッ
ク
運
営
事
務
局
か
ら
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
る
状
況
を
鑑
み
、
来
場
者
、

出
展
者
な
ら
び
に
関
係
者
の
安
全

を
最
優
先
に
考
慮
し
た
結
果
、
幕

張
メ
ッ
セ
で
の
開
催
を
見
送
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
さ
れ
る
旨

の
通
達
が
あ
っ
た
こ
と
を
報
告
。

　

こ
れ
以
外
に
、
７
月
２
日
に
開

催
を
予
定
し
て
い
た
組
合
講
演
会

を
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
中
止
と
し
た
こ

と
や
、
９
月　

日
に
開
催
を
予
定

１０

し
て
い
た
年
金
経
済
特
別
講
演
会

を
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

ＪＥＰと共催でＷＥＢでのセミナーを開催

新型コロナ対策を行い、６カ月後フォローアップ研修会を開催
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新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
行
い
研
修
を
実
施

新
鋭
社
員
６
カ
月
後
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会

　

東
京
都
電
機
卸
商
業
協
同
組
合 

・
教
育
情
報
員
会
は
９
月
２
日
、

全
国
家
電
会
館
で
ジ
ャ
ス
ト
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
山
本
稔
氏
を
講

師
に
迎
え
、　

回
目
と
な
る
「
新

３１

鋭
社
員
６
カ
月
後
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
研
修
会
」
を
開
催
し
た
。　

社
１１

か
ら　

名
が
参
加
し
た
。

２８

　

今
回
の
研
修
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
事

前
に
検
討
を
重
ね
、
徹
底
し
て
３

密
を
避
け
る
工
夫
な
ど
を
実
施
。

そ
の
た
め
研
修
に
お
い
て
も
、
人

同
士
の
接
触
を
防
ぐ
た
め
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
取
り
や
め
た
。

　

開
催
に
当
た
り
、
屋
宮
芳
高
教

育
情
報
委
員
長
は
「
本
来
、
４
月

に
も
研
修
が
行
わ
れ
、
そ
の
次
に

本
日
の
６
カ
月
後
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
研
修
会
が
行
わ
れ
る
。
４
月
の

研
修
が
こ
の
よ
う
な
状
況
の
た
め

行
え
な
か
っ
た
が
、
本
日
は
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
中
で
、
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に

過
ご
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
ご
存

知
の
よ
う
に
、
会
社
も
厳
し
い
状

況
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
我
々
の
業

界
だ
け
で
は
な
い
。そ
う
し
た
中
、

皆
さ
ん
の
会
社
の
社
長
は
、
人
材

育
成
に
費
用
を
掛
け
、
自
分
た
ち

の
文
化
を
守
る
と
い
う
考
え
か

ら
、
研
修
に
皆
さ
ん
を
参
加
さ
せ

て
い
る
。
ぜ
ひ
、
会
社
の
社
長
の

気
持
ち
を
理
解
し
て
ほ
し
い
。

　

こ
の
業
界
の
話
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
。
こ
の
業
界
の
歴
史
は
、
戦

後
、
昭
和　

年
以
降
に
我
々
の
先

２０

輩
が
露
天
商
を
し
な
が
ら
、
色
々

な
部
品
を
販
売
し
て
い
た
。

　

そ
う
し
た
中
で
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

が
や
っ
て
き
て
、
露
天
で
た
く
さ

ん
の
人
が
商
売
を
し
て
い
る
姿
を

見
て
、
衛
生
上
よ
ろ
し
く
な
い
と

の
考
え
か
ら
、
露
天
商
を
ガ
ー
ド

下
や
ラ
ジ
オ
デ
パ
ー
ト
な
ど
に
集

め
、
業
界
が
始
ま
っ
た
。

　

今
も
、
昔
の
状
況
を
残
し
な
が

ら
続
い
て
い
る
。
た
だ
、
時
代
は

変
わ
り
、ネ
ッ
ト
な
ど
が
台
頭
し
、

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
ス

テ
イ
ホ
ー
ム
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

な
ど
が
出
て
き
て
お
り
、
こ
の
中

で
仕
事
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

変
わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ

と
で
も
あ
る
。

　

日
本
の
産
業
は
、
国
内
で
行
わ

れ
て
い
た
が
、
大
量
に
安
く
生
産

し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
海
外
で

生
産
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。

そ
の
た
め
、
日
本
の
部
品
市
場
は

縮
小
傾
向
に
あ
る
。
決
し
て
、
楽

な
業
界
で
は
な
い
が
、
や
り
方
を

変
え
る
こ
と
で
、
チ
ャ
ン
ス
は
あ

る
業
界
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　

ぜ
ひ
、
こ
れ
か
ら
先
、
会
社
を

変
え
る
こ
と
で
発
展
す
る
よ
う
に

仕
事
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

こ
の
研
修
で
色
々
と
勉
強
を
す

る
と
思
う
が
、
な
ん
で
も
よ
い
の

で
習
慣
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
。
小

さ
な
こ
と
を
積
み
重
ね
て
ほ
し

い
。
皆
さ
ん
に
は
多
く
の
時
間
が

あ
る
の
で
、
小
さ
な
こ
と
を
積
み

重
ね
、
大
き
な
こ
と
に
結
び
付
け

て
ほ
し
い
。
今
、
話
し
た
の
は
私

自
身
の
反
省
で
も
あ
る
」
な
ど
と

新鋭社員たちを激励する屋宮委員長

研修の目的を説明する山本講師
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ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
。

　

ま
た
研
修
の
冒
頭
、
山
本
講
師

か
ら
は
「
こ
の
６
カ
月
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
研
修
会
は
何
回
も
行
っ
て

い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
人
と
人
の

間
隔
を
空
け
、
こ
れ
だ
け
広
い
場

所
で
行
う
の
は
初
め
て
に
な
る
。

　

こ
れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
な
る
。
本
来

で
あ
れ
ば
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ 

ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
が
、
今
回
は
で

き
な
い
の
で
、
私
が
テ
ー
マ
に
つ

い
て
話
を
し
、
皆
さ
ん
に
考
え
て

い
た
だ
き
、
研
修
を
進
め
る
。

　

私
と
の
対
話
と
個
人
ワ
ー
ク
が

中
心
に
な
る
。
テ
キ
ス
ト
を
確
認

し
な
が
ら
研
修
を
進
め
て
い
く
。

　

今
日
の
内
容
は
、
入
社
し
て
か

ら
の
約
半
年
を
振
り
返
り
、
次
の

成
長
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
る
こ
と
が

目
的
と
な
る
。

　

な
お
、本
日
の
研
修
の
目
標
は
、

実
務
能
力
を
付
け
る
た
め
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
目
標
を
決
め
る
、
仕
事
の

進
め
方
を
再
点
検
し
て
改
善
す

る
、
業
務
上
で
起
き
た
生
の
事
例

を
元
に
対
策
を
考
え
る
、
科
学
的

な
仕
事
の
進
め
方
を
学
ぶ
、
と

な
っ
て
い
る
」
な
ど
と
語
っ
た
。

　

そ
の
後
、
研
修
が
開
始
さ
れ
、

会
社
の
経
営
理
念
や
経
営
方
針
、

年
度
計
画
な
ど
を
理
解
し
て
い
る

か
、
な
ど
を
確
認
す
る
仕
事
の
基

本
の
チ
ェ
ッ
ク
、
会
社
の
基
礎
知

識
、
会
社
と
自
分
の
紹
介
、
仕
事

の
取
り
組
み
方
や
成
功
体
験
と
失

敗
体
験
の
洗
い
出
し
、
成
功
を
加

速
さ
せ
、
失
敗
を
未
然
に
防
ぐ
対

策
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
、
計
画
・

実
行
・
検
討
・
修
正
を
繰
り
返
す

科
学
的
な
仕
事
の
進
め
方
ポ
イ
ン

ト
な
ど
を
学
ん
だ
。

　

最
後
に
は
目
標
設
定
な
ど
も
行

わ
れ
、
参
加
者
が
真
剣
に
目
標
を

書
き
出
す
姿
が
見
ら
れ
た
。

研修では、人と人との間隔を大きく空けるなどの対策もされた



― ６ ―

東 京 電 機 卸　第１６３号

ア
ー
カ
イ
ブ
公
開
を　

月
末
ま
で
実
施

１２

シ
ー
テ
ッ
ク
２
０
２
０
オ
ン
ラ
イ
ン
を
開
催

　

シ
ー
テ
ッ
ク
実
施
協
議
会
は
、

　

月　

日
（
火
）
〜　

日
（
金
）

１０

２０

２３

に
「
シ
ー
テ
ッ
ク
２
０
２
０
オ
ン

ラ
イ
ン
」（
Ｃ
Ｐ
Ｓ
／
Ｉ
ｏ
Ｔ
エ
ク

セ
ビ
シ
ョ
ン
）
を
開
催
し
た
。　
１２

月
末
ま
で
は
、
ア
ー
カ
イ
ブ
公
開

を
実
施
し
て
い
る
。

　
「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
社
会
と
共

に
歩
む
シ
ー
テ
ッ
ク
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
開
催
し
て
い
る
シ
ー
テ
ッ

ク
２
０
２
０
オ
ン
ラ
イ
ン
は
、
コ

ン
セ
プ
ト
と
し
て
「
ニ
ュ
ー
ノ
ー

マ
ル
（
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
５
・
０
の

実
現
と
共
に
新
た
な
社
会
へ
の
提

案
）」、「
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
な
ら
で
は
の
Ｄ
Ｘ
実
現
の

提
案
）」、「
エ
ニ
ー
タ
イ
ム
＆
エ

ニ
ー
ウ
ェ
ア
ー
（
い
つ
で
も
、
ど

こ
か
ら
で
も
参
加
で
き
る
新
た
な

枠
組
み
の
提
案
）」
の
３
つ
を
掲

げ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
に
構
築
す
る

会
場
（
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）
に
お
い

て
、
出
展
者
が
集
結
す
る
展
示
エ

リ
ア
な
ら
び
に
主
催
者
に
よ
る
コ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
映
像
配
信
を
展

開
。
出
展
者
と
参
加
者
が
、
こ
れ

か
ら
の
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
社
会
を

考
え
、
共
創
し
て
い
く
た
め
の
場

と
し
て
開
催
し
て
い
る
。

　

来
場
者
は
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
、要
素
技
術
・

デ
バ
イ
ス
、
デ
ジ
タ
ル
ま
ち
づ
く

り
な
ど
、
各
エ
リ
ア
に
自
由
に
ア

ク
セ
ス
が
で
き
る
。

　

出
展
者
の
ペ
ー
ジ
に
は
、
展
示

内
容
の
紹
介
動
画
や
資
料
な
ど
を

掲
載
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
チ
ャ
ッ
ト

機
能
に
よ
っ
て
、
出
展
者
と
来
場

者
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

出
展
者
数
は
３
５
６
社
／
団

体
、
内
新
規
出
展
者
率
は　

％
と

４６

な
っ
て
い
る
。
来
場
者
数
の
目
標

は　

万
人
超
。

２０
■
Ｊ
Ｅ
Ｐ
の
活
動
を
紹
介

　

全
国
電
子
部
品
流
通
連
合
会

（
Ｊ
Ｅ
Ｐ
）
は
、
今
回
の
「
シ
ー

テ
ッ
ク
２
０
２
０
オ
ン
ラ
イ
ン
」

に
参
加
し
た
。

　

当
初
、
Ｊ
Ｅ
Ｐ
で
は
昨
年
の

シ
ー
テ
ッ
ク
と
同
様
に
展
示
ブ
ー

ス
を
設
け
、
今
年
度
の
Ｊ
Ｅ
Ｐ
名

簿
の
配
布
や
、
Ｊ
Ｅ
Ｐ
の
紹
介
な

ど
を
実
施
す
る
予
定
だ
っ
た
。
し

か
し
、
シ
ー
テ
ッ
ク
運
営
事
務
局

が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
防
止
の
た
め
、
展
示
会
場

を
設
け
て
の
展
示
会
は
中
止
し
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
実
施
と
す
る
こ

と
を
決
定
し
た
た
め
、
こ
れ
に
対

応
す
る
こ
と
と
し
た
。

ＪＥＰのページ、地図をクリックするとＪＥＰの紹介に飛ぶ

４回目となるシーテック２０２０実行委員会では、ＪＥＰのオンライン展示ページを最終確認
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Ｊ
Ｅ
Ｐ
で
は
シ
ー
テ
ッ
ク
２
０

２
０
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

そ
こ
で
様
々
な
打
ち
合
わ
せ
な
ど

を
行
い
、準
備
を
実
施
。シ
ー
テ
ッ

ク
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
に
も
対
応

し
た
。

　

４
回
目
と
な
る
シ
ー
テ
ッ
ク
２

０
２
０
実
行
委
員
会
が　

月　

日

１０

１５

に
開
催
さ
れ
、
シ
ー
テ
ッ
ク
２
０

２
０
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
展
示
さ
れ

る
Ｊ
Ｅ
Ｐ
ペ
ー
ジ
の
最
終
確
認
が

行
わ
れ
た
。

■
名
簿
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能

　

こ
の
シ
ー
テ
ッ
ク
２
０
２
０
オ

ン
ラ
イ
ン
上
の
Ｊ
Ｅ
Ｐ
ペ
ー
ジ

は
、
Ｊ
Ｅ
Ｐ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と

も
リ
ン
ク
。
さ
ら
に
、
Ｊ
Ｅ
Ｐ
自

体
の
紹
介
に
加
え
、
毎
年
、
シ
ー

テ
ッ
ク
会
場
で
配
布
し
て
き
た
Ｊ

Ｅ
Ｐ
会
員
名
簿
の
最
新
版
を
、
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

　

な
お
、
Ｊ
Ｅ
Ｐ
会
員
名
簿
は

デ
ー
タ
サ
イ
ズ
の
関
係
か
ら
、
会

員
団
体
と
各
社
の
名
簿
部
分
、
各

地
区
の
総
会
の
様
子
を
紹
介
し
た

電
子
部
品
流
通
特
別
号
、
名
簿
協

賛
会
社
の
広
告
の
３
つ
に
分
割
し

て
お
り
、
よ
り
使
い
や
す
く
な
っ

て
い
る
。

ＪＥＰの紹介ページを下にスクロールすると、ＪＥＰ会員名簿を
ダウンロードできるリンクも用意
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月　

日
に
第
１
回
研
修
を
開
催

１１

１９

成
果
を
上
げ
る
ハ
イ
イ
ン
パ
ク
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
修

　

東
京
都
電
機
卸
商
業
協
同
組
合

（
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）教
育
情
報
委
員
会
は
、

　

月　

日
と
令
和
３
年
２
月　

日

１１

１９

１９

の
２
日
を
使
い
、
Ｊ
Ｉ
Ｎ
タ
レ
ン

ト
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
坂
本
仁

氏
を
講
師
に
招
き
、「
成
果
を
上
げ

る
ハ
イ
イ
ン
パ
ク
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
研
修
」を
開
催
す
る
。

　

こ
の
研
修
の
開
催
を
決
定
す
る

に
当
た
り
、
Ｔ
Ｅ
Ｐ
教
育
情
報
委

員
会
を　

月
２
日
に
開
催
。
屋
宮

１０

芳
高
委
員
長
か
ら
は
、
委
員
会
の

開
催
に
当
た
り
、
以
下
の
よ
う
に

想
い
が
語
ら
れ
た
。

　
「『
成
果
を
上
げ
る
ハ
イ
イ
ン
パ

ク
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研

修
』
は
、
今
ま
で
と
違
う
研
修
を

行
お
う
と
い
う
こ
と
で
、
１
年
前

か
ら
計
画
し
て
き
た
も
の
で
、
青

年
部
会
の
皆
さ
ん
に
検
討
を
重
ね

て
き
て
い
た
だ
い
た
。

　

昨
今
、
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
が
増

え
、
な
お
さ
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
取
り
方
が
大
事
に
な
っ

て
き
て
い
る
と
思
う
。
世
の
中
が

テ
レ
ワ
ー
ク
化
し
た
中
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
事
と
言

わ
れ
な
が
ら
、
そ
れ
が
難
し
い
状

況
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
社
員
の
会
社
へ
の

帰
属
意
識
や
、
社
員
間
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
、や
り
が
い
に
、

ど
う
影
響
す
る
の
か
を
心
配
し
て

い
る
。

　

我
々
の
業
界
も
継
続
し
、
こ
の

よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

研
修
を
リ
ア
ル
で
行
わ
な
け
れ

ば
、
場
合
に
よ
っ
て
は
年
間
で
数

回
し
か
会
わ
な
い
よ
う
な
状
況
に

な
り
、
経
費
を
下
げ
ら
れ
て
も
、

人
間
と
し
て
の
精
神
的
な
も
の
に

問
題
が
出
る
の
で
は
、
と
感
じ
て

い
る
。

　

人
を
育
て
る
、
仲
間
意
識
を
醸

成
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
の

研
修
は
大
事
に
な
る
。
ぜ
ひ
、
開

催
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る

の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
た
い
」。

　

こ
の
後
、
委
員
会
が
開
か
れ
、

研
修
実
施
時
に
お
け
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
を
ど
の
よ

う
に
行
う
か
な
ど
に
つ
い
て
議
論

を
重
ね
、
さ
ら
に
研
修
を
行
う
坂

本
講
師
と
も
対
策
を
打
ち
合
わ
せ

る
こ
と
な
ど
を
確
認
。

　

最
終
的
に
、
同
研
修
を
開
催
す

る
こ
と
を
決
定
し
た
。

■
研
修
は
学
習
と
実
践
の
２
回

　

今
回
、
実
施
さ
れ
る
、「
成
果
を

上
げ
る
ハ
イ
イ
ン
パ
ク
ト
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
修
」
は
、

職
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
顧

客
対
応
な
ど
、
効
果
的
な
対
人
関

係
を
築
き
、
社
内
の
組
織
力
強
化

を
図
る
こ
と
が
目
的
。

　

研
修
で
は
、
個
人
ご
と
に
課
題

意
識
を
持
ち
、
実
践
し
、
再
度
、

同
じ
メ
ン
バ
ー
で
共
有
。
組
織
内

だ
け
で
な
い
、
他
社
の
参
加
者
と

も
連
携
を
強
化
す
る
複
合
的
な
も

の
と
な
っ
て
い
る
。　

　

そ
の
た
め
、
研
修
内
容
は
学
習

編
と
実
践
編
の
２
回
に
分
か
れ
て

い
る
。

　

第
１
回
と
な
る
学
習
編
で
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
組
織
強

化
の
関
係
か
ら
、
自
己
理
解
、
相

互
理
解
と
ハ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
に

な
る
こ
と
を
学
ぶ
。

　

こ
の
後
、
第
１
回
研
修
で
学
ん

だ
内
容
を
社
内
に
持
ち
帰
り
、
上

司
や
部
下
等
を
巻
き
込
み
、
約
３１０月２日に行われた教育情報委員会
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成
果
を
上
げ
る
ハ
イ
イ
ン
パ
ク
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
修
の
概
要

カ
月
間
実
践
。

　

第
２
回
と
な
る
実
践
編
で
は
、

こ
れ
ま
で
に
行
っ
て
き
た
実
践
か

ら
軌
道
修
正
を
学
び
、
実
践
的
な

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
行
い
、
相
互
に

強
化
を
図
る
も
の
と
な
っ
て
い

る
。

　

坂
本
講
師
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

は
、
以
下
の
通
り
。

　

大
手
外
資
系
製
薬
会
社
の
営
業

職
を　

年
以
上
経
験
。
そ
の
後
、

１０

人
事
や
採
用
、
営
業
研
修
、
人
財

育
成
、
次
世
代
エ
リ
ー
ト
開
発
プ

ロ
グ
ラ
ム
設
計
と
講
義
を　

年
以

１０

上
経
験
。
外
資
系
製
薬
３
社
に
渡

り
、
企
業
内
で
の
能
力
開
発
の
プ

ロ
と
し
て
、
研
修
設
計
と
講
師
を

兼
任
。

　

独
立
後
は
、
大
手
企
業
を
中
心

に
全
社
研
修
や
選
抜
者
研
修
、

コ
ー
チ
ン
グ
研
修
、
個
人
コ
ー
チ

ン
グ
を
合
せ
た
管
理
職
向
け
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
設
計
・
講
義
な
ど
を
提

供
し
て
い
る
。

　

ま
た
営
業
職
向
け
に
は
、
心
理

的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
活
用
し
た
営
業

研
修
や
全
社
員
向
け
に
主
体
性
発

揮
、
相
互
理
解
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
展
開
。
同
時
に
、
海
外
、
学

校
、
個
人
か
ら
も
コ
ー
チ
ン
グ
、

講
義
の
依
頼
を
受
け
て
い
る
。
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東
京
都
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
向
け
、

様
々
な
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。

加
え
て
、
東
京
都
の
企
業
、
企
業

で
働
く
人
を
対
象
に
、
支
援
策
を

打
ち
出
し
て
い
る
。

経
営
の
相
談
が
し
た
い
！

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
流
行
に
よ
り
、
事
業
活
動
に
影

響
を
受
け
る
、
ま
た
は
、
そ
の
恐

れ
が
あ
る
中
小
企
業
者
を
支
援
す

る
た
め
、「
経
営
に
関
す
る
特
別
相

談
窓
口
」
を
設
置
、
無
料
で
対
応

し
て
い
る
。

　

相
談
窓
口
は
、
東
京
都
中
小
企

業
振
興
公
社
の
総
合
支
援
課
。
対

象
は
、
中
小
事
業
者
と
個
人
事
業

主
。
受
付
時
間
は
、
平
日
９
時
〜

　

時　

分（
火
曜
日
は　

時
ま
で
。

１６

３０

１９

土
日
祝
日
を
除
く
）
ま
で
。

　

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
電
話

相
談
で
の
対
応
と
な
る
。
電
話
番

号
は
、
０
３
―
３
２
５
１
―
７
８

８
１
。
メ
ー
ル
で
の
相
談
は
、sie

n@
tokyo －kosha.or.jp

ま
で
。

資
金
の
相
談
が
し
た
い
！

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
、
事
業
活
動
に
影
響
を
受

け
る
中
小
企
業
を
対
象
に
、「
資
金

繰
り
に
関
す
る
相
談
窓
口
」
を
設

置
し
て
い
る
。

　

相
談
窓
口
は
、
産
業
労
働
局
金

融
部
金
融
課
で
、
対
象
は
中
小
事

業
者
と
個
人
事
業
主
。
受
付
時
間

は
、
平
日
の
９
時
〜　

時
（
水
曜

１７

日
と
金
曜
日
は　

時
ま
で
実
施
）。

１９

　

問
い
合
わ
せ
先
は
、
０
３
―
５

３
２
０
―
４
８
７
７
ま
で
。
こ
こ

で
は
、
融
資
制
度
な
ど
に
つ
い
て

の
相
談
を
行
う
こ
と
が
、
可
能
と

な
っ
て
い
る
。

東
京
都
の
緊
急
融
資
と
は
？

　

東
京
都
は
、
資
金
繰
り
に
関
す

る
相
談
窓
口
に
も
関
連
す
る
が
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
緊
急
融
資
」
な
ど
を
実
施
し

て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
り
、
事
業
活
動
に

影
響
を
受
け
て
い
る
東
京
都
内
の

中
小
企
業
者
お
よ
び
組
合
を
対
象

に
、
事
業
継
続
や
経
営
の
安
定
を

図
る
た
め
、
長
期
か
つ
低
利
で
の

融
資
に
よ
る
支
援
を
行
う
も
の
。

　

利
用
す
る
た
め
に
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、

事
業
活
動
に
影
響
を
受
け
、
最
近

３
カ
月
間
の
売
上
実
績
、
ま
た
は

今
後
３
カ
月
間
の
売
上
見
込
み

が
、
令
和
元
年　

月
以
前
の
直
近

１２

の
同
期
と
比
較
し
て
、
５
％
以
上

減
少
し
て
い
る
場
合
に
対
象
と
な

る
。

　

こ
の
融
資
を
申
し
込
む
場
合
に

は
、
東
京
都
中
小
企
業
制
度
融
資

取
扱
指
定
金
融
機
関（
普
通
銀
行
、

信
用
金
庫
、
信
用
組
合
な
ど
）
で

受
け
付
け
る
。
こ
の
融
資
に
つ
い

て
の
問
い
合
わ
せ
は
、
産
業
労
働

局
金
融
部
金
融
課
（
電
話
番
号
前

同
）
ま
で
。

　

こ
れ
以
外
に
、
東
京
都
は
様
々

東
京
都
の
新
型
コ
ロ
ナ　
企
業
支
援
策

経
営
・
資
金
相
談
の
窓
口
を
紹
介
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な
支
援
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
東

京
都
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
支
援
情
報
ナ
ビ
」
を
確
認
す
る

か
、
東
京
都
産
業
労
働
局
の
冊
子

を
見
て
、
連
絡
し
て
ほ
し
い
。

政
府
の
支
援
に
も
注
目

　

政
府
も
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

１
月
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
等
に
よ

り
、
前
年
同
月
比
で
事
業
収
入
が

　

％
以
上
、
減
少
し
た
月
が
あ
る

５０

場
合
に
は
、
個
人
事
業
主
で
あ
れ

ば
、
最
大
１
０
０
万
円
。
中
小
法

人
で
あ
れ
ば
、
最
大
２
０
０
万
円

の
「
持
続
化
給
付
金
」
を
用
意
し

て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
持
続
化
給
付
金
の
受

給
条
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
、

「
家
賃
支
援
給
付
金
」
も
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
高
い
。

　

そ
の
条
件
は
、
５
月
か
ら　

月
１２

ま
で
の
事
業
収
入
に
お
い
て
、「
ど

こ
か
１
カ
月
間
分
が
前
年
同
月
比

で　

％
減
」
か
、「
連
続
す
る
３
カ

５０

月
分
の
合
計
が
前
年
同
期
比
で　
３０

％
減
」の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
こ
と
、

と
な
る
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
申
請
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
た
申
請
が
基

本
だ
が
、
不
慣
れ
な
申
請
者
に
は

申
請
サ
ポ
ー
ト
会
場
を
用
意
。
要

予
約
な
の
で
、
申
請
希
望
者
は

「
申
請
サ
ポ
ー
ト
会
場　

電
話
予

約
窓
口
（
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
対
応
）」

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
�
０
５
７
０
―
０
７
７

―
８
６
６
）
ま
で
連
絡
し
て
ほ
し

い
。

各種支援策が記載されているパンフレット
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１
月
（
睦
月
）

１
月
８
日
（
金
）　

時　

分
〜

１５

３０

　

時　

新
年
名
刺
交
換
会
（
全

１８国
家
電
会
館
５
階
講
堂
）
↓
中

止
予
定

１
月　

日
（
木
）　

時　

分
〜

２１

１３

３０

　

時　

分　

正
副
理
事
長
・
委

１４

３０

員
長
会
議
（
全
国
家
電
会
館
１

階
会
議
室
）

１
月　

日
（
木
）　

時　

分
〜

２１

１４

３０

　

時　

分　

理
事
会
（
全
国
家

１５

３０

電
会
館
１
階
会
議
室
）

２
月
（
如
月
）

２
月　

日
（
金
）
９
時　

分
〜

１９

３０

　

時　

第
２
回
組
織
力
強
化
・

１７マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化
プ
ロ
グ
ラ

ム
「
成
果
を
上
げ
る
ハ
イ
イ
ン

パ
ク
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
研
修
」（
全
国
家
電
会
館
１
階

会
議
室
）

発　
行　
人　
　

藤
木　

正
則

編
集
委
員
長　

屋
宮　

芳
高

編
集
委
員　
　

小
池　

一
義

　
　
〃　　
　
　
 
渡
辺　
　

勤

『
東
京
電
機
卸
』

機
関
誌
編
集
委
員
会

　

月
（
霜
月
）

１１
　

月
５
日
（
木
）　

時　

分
〜

１１

１３

３０

　

時　

分　

正
副
理
事
長
・
委

１４

３０

員
長
会
議
（
全
国
家
電
会
館
１

階
会
議
室
）

　

月
５
日
（
木
）　

時　

分
〜

１１

１４

３０

　

時　

分　

理
事
会
（
全
国
家

１５

３０

電
会
館
１
階
会
議
室
）
↓
書
面

　

月
５
日
（
木
）　

時　

分
〜

１１

１５

３０

　

時　

組
合
講
演
会
（
全
国
家

１７電
会
館
１
階
会
議
室
）
↓
中
止

　

月　

日
（
木
）
９
時　

分
〜

１１

１９

３０

　

時　

第
１
回
組
織
力
強
化
・

１７マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化
プ
ロ
グ
ラ

ム
「
成
果
を
上
げ
る
ハ
イ
イ
ン

パ
ク
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
研
修
」（
全
国
家
電
会
館
１
階

会
議
室
）

　

月
（
師
走
）

１２
　

月
４
日
（
金
）　

時
〜　

時

１２

１８

２０

　

忘
年
会
（
上
野
「
伊
豆
栄
・

梅
川
亭
」）
↓
中
止

　

電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
市
場

が
、急
速
に
拡
大
し
つ
つ
あ
る
。

も
と
も
と
車
の
黎
明
期
は
、
Ｅ

Ｖ
が
先
行
し
て
い
た
。
い
わ
ば

元
に
戻
っ
た
よ
う
な
感
じ
だ
。

バ
ッ
テ
リ
ー
の
重
量
や
コ
ス
ト

の
課
題
が
解
決
さ
れ
れ
ば
、
ガ

ソ
リ
ン
車
よ
り
も
安
く
で
き
、

普
及
す
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　

電
子
部
品
業
界
に
と
っ
て
の

課
題
は
、
Ｅ
Ｖ
は
ガ
ソ
リ
ン
車

と
違
っ
て
、
構
成
部
品
点
数
が

極
端
に
少
な
い
こ
と
だ
。

　

今
の
う
ち
に
Ｅ
Ｖ
部
品
へ
の

対
策
を
取
っ
て
お
か
な
い
と
、

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
部
品
と
同

様
、
海
外
勢
に
抑
え
ら
れ
て
し

ま
う
か
も
し
れ
な
い
。

　

今
、
飛
ぼ
う
！ 

（
大
）

〜
２
０
２
１
年
（
丑
年
）
〜




